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 【はじめに】  
障害者の就労支援が進む昨今 ,精神科デイケアにおいても症状が安定した利用者が就













今回の研究に同意の得られた参加者は 20 代から 50 代までの 12 名であった.就労準備







あった.GSES の結果では平均点 5.4 点と一般成人（9～11 点）と比較し低い傾向であり,
全般的に自己効力感の低さが認められた.作業遂行機能チェック表について「出来る（４
点）～出来ない（1 点）」の 4 段階で答えるものであったが,「自分の意見を述べること
ができる」「みんなで役割を分担し，上手く協力できる」,「器用に手先を使用できる」
が平均点 2.5 点以下であった. 
【考察】 
今回の結果より,就労へのステップアップが出来ない者は多くの不安を抱えているこ
とが明らかとなった.特に「全般的な自己への自信の低さ」,「調子が悪くなった時や再
発への恐れ」,「体力・持久力・継続力の低さ」,「対人関係・コミュニケーションの問
題」,「自己の作業能力についての不安」が多く挙がった.これらの不安に対し支援者は,
利用者自身が何か特技や長所を見つけ自信を取り戻せる機会の提供,再発防止のための
心理教育等の支援,対人関係能力の向上のための支援等が今後必要であると考える. 
 
 
